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白内障手術時にしばしば創口部に皮質が残ることがあ
るが，多くは吸収されあるいは合併症を起こさない．し
かし，残存皮質により前嚢が収縮した症例1,2），残存皮
質により眼内レンズの偏位を引き起こした症例1,2），残
存皮質により前房の炎症がおき内皮細胞が障害を受けた
症例1,3,4）がある．多くの研究者が残存皮質に対し除去す
る方法を報告した1〜7）．その中には煩雑1）で縫合が必要
であったり，孔径が大きいために新たな創口部が必
要 1,2）であったりする．今回新たな創口部を作ることな
く白内障手術時の残存皮質を除去できる器具（岡本式リ
ムーバー）を考案した．
?????
医薬品医療機器総合機構（Pharmaceuticals and Med-
ical Devices Agency）製造販売届出番号 13B1X000480 
01072 で，岡本式リムーバ （ーイナミ社）として発売さ
れている．
新開発の器具はステンレスで出来ている．先端部はサ
ンドブラスト加工によりミクロサイズの凹凸がある．直
径は 0.6 mmで全長は 102.8 mm，重さは 7 g である．残
存皮質の除去は粘弾性物質で嚢内を満たし，器具をサイ
ドポートから挿入し，皮質残存部を器具先端で擦過する
ことで容易に皮質を剥離することが出来る．この器具は
1 mmのサイドポートから簡単に挿入可能で，安全に残
存皮質の部位に届く．先端部分を擦りつけることで簡単
に残存皮質を剥離する．その後，剥離した皮質を吸引除
去する．
????
皮質が残存した 50 症例に使用し安全に残存皮質を除
去した．レーザー虹彩切開術（LI）後の症例 8例，硝子
体術後 4例，糖尿病散瞳不良 20 例，他は小瞳孔や前嚢
連続環状嚢切開（CCC）が小さいため皮質残存した 18
例に使用した．この器具を使用することで嚢を傷つける
ことなく残存皮質を除去出来る．全ての症例で短時間の
うちに水晶体嚢を破損することなく残存皮質を剥離除去
可能であった．後嚢破損等の合併症は 1例も発生しなか
った．
????
多くの残存皮質を除去する方法がある．白内障手術の
初心者が悩まされることの多い残存皮質の除去に対する
器具の一つとして考案した．新たな創口部の作成も必要
なく，縫合も必要ない．
バイマニュアルは初心者が使用した場合，吸引操作が
あり後嚢破損に繋がることもある．バイマニュアルと違
い吸引操作がないことは，そのような条件でも安全性が
高い．特に高齢者では後嚢が脆弱であることもありバイ
マニュアルより安全に使用できると考えられる．
????
新しく開発した白内障手術器具は残存皮質を安全，か
つ容易に除去することが可能であり，白内障手術時の有
用な器具と考えられた．
????　この道具の考案にあたりアドバイス頂いた
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???　?：全体像．?：皮質残存しているところ．?：1 mmのサイドポートより粘弾性物質下
に挿入する．?：残存皮質除去したところ．
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